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新素材であるナノマテリアルは、その一般消費者向けの製品への利用が拡大しているものの、

人の健康への影響を評価するための必要十分なデータ、特にその慢性的な影響に関するデータ

が得られた状況には至っていない。国際的にもナノマテリアルの安全性評価が喫禁の課題と認

識され、代表的ナノマテリアルの有害性情報等を収集するプログラムが国際協力の下 OECD に

おいて進められている。こうした国際貢献を念頭に置き、人の健康への影響を評価する手法を

開発し、その手法に基づきナノマテリアルの有害性情報等を集積する研究を推進している。特

に、用途として労働者はもとより消費者へのばく露が想定されるものについて、その吸入ばく

露（経気道ばく露により代用するものを含む）及び経皮ばく露に関して国際的に通用する有害

性評価手法及びリスク評価手法の開発研究を平成 15 年度より進めてきた。 

成果として各種 in vitro 実験に加え、in vivo 実験としてアスベスト様の形状と大きさを有す

るカーボンナノチューブの中皮腫発がん性研究、皮膚透過性研究、胎児毒性（催奇形性）研究

等が代表的なものとして挙げられる。更に、各種ナノマテリアルが投与部位から細網内皮系の

みならず全身諸臓器に到達する事実が明らかとなり、肺病変、胸膜・腹膜病変に加えて全身性

の慢性毒性影響の有無とその性質の解析が必要となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜厚生労働省科学研究費補助金による研究体制とその推移＞ 

H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

高生産量ナノマテリアル
を中心に展開

ナノマテリアルの安全
性確認における健康影
響評価手法の確立に関
する研究

②：フラーレンの水溶化
の検討およびin vitro系
の影響：
（酸化チタン粒子の。3
次元培養人皮膚モデル
透過実験
、補助剤による分散、
神経細胞、変異原性）

③：フラーレンの体内動
態およびin vivo系への

影響：
（経口投与→動態解析、
TiO2皮膚塗布プロモー
ション）

①：生体試料中の分析
法の確立

④：調査研究

ナノマテリアルのヒト健康影響の評価手法の開発のた
めの有害性評価および体内動態評価に関する基盤研究
（国衛研）
① 暴露測定法および動態解析法の開発

C60測定法の高感度化および経口投与による

動態解析、
MWCNT測定法開発、環境中での分解、代謝

② in vitro試験系の開発

タンパクや脂質等を分散剤と用いた系の確立
上記の系を用いた神経細胞、変異原性、

③ in vivo試験系
慢性影響（腹腔内投与）、
発がん性（気管内投与）

④ 吸入暴露法の開発
⑤ 国際動向調査、調和

フラーレン、TiO2

多層ナノチューブ
（H18より）

ナノマテリアルの経皮毒性に関する評価手法開発に関する研究
（名古屋市立大学）

①経皮吸収と生体内処理に関与する因子の解析（ADMEの解析）

• ナノ粒子の経皮塗布による吸収と組織分布
• 損傷皮膚での吸収性
• 炎症による修飾

② 反復投与による亜急性、慢性毒性評価手法の検討
• 反復投与による吸収性
• 皮膚、皮下への沈着
• リンパ・血液を介する移動と臓器分布
• 局所と遠隔臓器の免疫系への影響
• 慢性影響と発がんへの関与

皮膚特的な組織
構造や吸収性に
関する専門知識
の導入

日用、家庭用品
等で使用される
ナノ粒子

ナノマテリアルのヒト健康影響の評価手法に関する総合研究
（吸入暴露研究） （日本バイオアッセイセンター）

①ナノマテリアルの実験動物への吸入暴露法の開発

②発がん等の長期毒性を視野に置いた生体影響の評価手法
の開発（呼吸器を中心に）
酸化ストレス、cDNAマイクロアレイ解析
中期発がん試験法など

ナノマテリアルの健康影響評価手法の総合的開発および体内動
態を含む基礎的有害性情報の集積に関する研究（国衛研）
慢性影響評価のための検討：
① 繊維状粒子によるアスベスト様影響（菅野、樋野、宮澤）
② 長期間の体内滞留性に関する影響の検討

動脈硬化促進作用、腎臓等への影響検討
③ 発がんプロモーション作用に対する研究
基礎的有害性情報の収集：
① 刺激性試験と感作性試験および体内動態解析試験（OECD対応）
② 遺伝毒性試験（OECD対応）

長期間in vivo遺伝毒性評価
③ 長期間の体内に貯留による標的組織の評価指標の検出

マクロファージ、肺由来細胞、血管内皮細胞、腎臓尿細管細胞、
神経系細胞（マイクログリア）

カーボンナノマテリアルによる肺障害と発がん作用の中
期評価法とその作用の分子機序解析法の開発に関する研
究 （名古屋市立大学）

ナノマテリアルの吸入暴露研究
（香川大学）
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